
（３）中心静脈カテーテルの使用率・感染症発生率・ 重篤合併症発生率

●中心静脈カテーテル挿入対象基準
【使用対象基準】以下の①から③何れかに該当する患者を対象。
　　　　　　　　①中心静脈カテーテル留置用テンプレートの記載がある。　
　　　　　　　　②中心静脈カテーテル留置算定（注射・手術・材料）がある。
　　　　　　　　③看護記録に挿入／抜去の記載がある。

○年度別使用率と感染症発生率（QIとCDCのNHSN）NHSNは全米医療安全ネットワークの略

○年度別中心静脈カテーテル種類毎の感染症発生率（QI）

○年度別中心静脈カテーテル種類毎の感染症発生率（CDCのNHSN）

◆年度別中心静脈カテーテル挿入時の重篤合併症発生率（全体とカテーテル種類毎）
　【対象基準】中心静脈カテーテル留置用テンプレートに合併症あり（気胸、血腫など）の記載がある。
　【重篤合併症発生率】重篤合併症発生患者数 ÷ 中心静脈カテーテル挿入患者数
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